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JAニュース

「
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
合
同
表
彰
式
」
が
４
月
28
日
大

社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
の
活
動
に
お
い
て
、
県
下
の
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
の
中
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
へ
の
共
済
普

及
活
動
、
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
ご
契
約
者
へ
の
迅
速
で

安
心
な
事
故
対
応
を
行
っ
た
職
員
、
ま
た
自
動
車
共
済
の
普

及
拡
大
や
保
障
内
容
の
充
実
に
積
極
的
に
取
組
ん
だ
支
店
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
か
ら
は
、Ｌ
Ａ
１
名
・
安
心
サ
ポ
ー

タ
ー
１
名
が
見
事
に
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
組
合
員
・

利
用
者
の
皆
様
へ
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
「
安
心
」「
満
足
」

の
提
供
の
た
め
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
の
役
職
員
で
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

令
和
４
年
５
月
24
日
に
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
信
用
事

業
優
績
表
彰
式
が
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
渉
外
担
当
者
競
励
」
は
重
点
取
組
項
目
で
あ
る
「
年
金
獲

得
」「
資
産
形
成
」
の
取
り
組
み
に
対
し
、
年
間
を
通
じ
て
特

に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
渉
外
担
当
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
渉
外
担
当
者
13
名
の
皆
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
に
は
「
Ｊ
Ａ
の
顔
」
と
し
て
多
種
多
様
な

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
応
対
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
行
い
、
店
舗
全
体
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
『
Ｊ
Ａ
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
』
が
で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５
月
２
日
（
月
）
江
津
市
の
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
で
農
産
物

の
消
費
拡
大
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
「
つ
や

姫
」
の
米
の
掬
い
取
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
Ｇ
Ｗ
の

折
り
返
し
日
で
晴
天
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
浜
田
市
の
特
産
品
の
乾
椎
茸
の
詰
め
放
題
と
地

元
で
採
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
や
山
菜
の
特
売
も
行
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
も
昨
年
に
比
べ
て
減
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
か

ら
帰
省
さ
れ
た
来
場
者
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
関
わ
っ
た

職
員
も
笑
顔
が
溢
れ
る
く
ら
い
米
を
掬
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
江
津

市
か
ら
島
根
米

を
日
本
全
国
に

発
信
し
て
い
け

れ
ば
と
担
当
者

と
し
て
思
っ
て

い
ま
す
。 し

ま
ね
の
中
心
で

農
産
物
の
消
費
拡
大
を
叫
ぶ

昨
年
も
加
入
者
の

お
役
に
立
て
ま
し
た
。

信
用
事
業
表
彰
式

森下将俊（特別優績表彰）、岩下元一（優秀表彰）

○
渉
外
担
当
者
競
励
優
績
者
年
金
・

資
産
形
成
両
方
１・５
倍
達
成
者

森
本　

睦
美
／
伏
田　

清
貴

浜
崎
美
穂
子
／
佐
伯
真
由
美

坂
本　

雄
章
／
佐
々
木
正
典

串
崎　

秀
美

○
年
金・資
産
形
成
両
方
達
成
者

大
屋　
　

希
／
中
山　

春
美

森
川　

脩
平

○
年
金
達
成
者

吉
田　

祐
美

○
資
産
形
成
達
成
者

寺
田　

光
博
／
植
田　

和
久

○
農
林
中
央
金
庫
賞　
資
産
形
成
の
部

第
1
位　

浜
崎
美
穂
子

第
３
位　

大
屋　
　

希

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース
き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店
で
は
、
５
月
６
日
に
当
地
区
本
部

管
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
島
根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
あ
じ
さ

い「
万
華
鏡
」「
銀
河
」「
茜
雲
」「
星
あ
つ
め
」の
展
示
販
売
を
、

管
内
生
産
者
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
（
２
０
１
２-

２
０
１
３
）
に
お
い
て
最
高
賞
と
な
る
「
フ
ラ
ワ
ー
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
」
を
受
賞
し
た
「
万
華
鏡
」
を
始
め
と
し
て
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
あ
じ
さ
い
の
展
示
に
、
来
店
者
は
「
す
ご
い

綺
麗
！
」「
私
の
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
こ
れ
が
い
い
わ
ぁ
」

な
ど
目
を
奪
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
今
年
度
が
本
格
出
荷
開
始
と
な
っ
た
「
星
あ
つ

め
」
は
初
め
て
見
る
方
が
多
く
、
用
意
し
た
鉢
は
全
て
完
売

と
な
り
ま
し
た
。

き
ん
さ
い
市
場
で
は
、
管
内
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

５
月
20
日
に
生
産
者
の
技
術
向
上
・
生
産
意
欲
向
上
を
目
的
と
し
た
第
19
回
い
わ
み
中
央
乾
椎
茸
品
評
会
を
生
産
者
多
数
出

席
の
も
と
開
催
致
し
ま
し
た
。

生
産
者
よ
り
箱
物
の
部
に
６
点
、
普
通
物
の
部
で
は
34
点
の
出
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
作
柄
に
つ
い
て
は
、
冬
に
か
け
て
雪
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
春
先
の
し
い
た
け
発
生
時
期
に
雨
が
少
な
か
っ

た
影
響
で
発
生
量
が
少
な
く
、
良
品
や
規
格
を
揃
え
る
の
に
例
年
よ
り
苦
労
さ
れ
た
生
産
者
が
多
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
い

ま
す
。ま
た
、近
年
は
、猛
暑
や
暖
冬
な
ど
の
異
常
気
象
が
続
い
て
お
り
、細
や
か
な
ほ
だ
場
の
管
理
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
多
く
の
生
産
者
に
出
品
を
い
た
だ
き
乾
椎
茸
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
島
根
県
、
浜
田
市
、
種
菌
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し
、
県
内
一
位
の
乾
椎
茸
生
産

を
維
持
、
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
じ
さ
い
展
示
販
売 

開
催
！

第
19
回
い
わ
み
中
央
乾
椎
茸
品
評
会
開
催

【箱物の部】
副　　賞 地区 氏　名 規　格

最優秀賞 浜 田 市 長 賞 浜田 吉川　幸雄 こうしん大葉

優 秀 賞 江の川下流流域林業
活性化センター会長賞 旭 岩地　正男 茶花どんこ

優 秀 賞 森産業株式会社社長賞 金城 ㈱藤若農産 こうこ中葉
優 良 賞 金城 笹後　貞夫 こうしん大葉
佳 良 賞 金城 笹後　貞夫 こうしん中葉
佳 良 賞 金城 谷尾　富重 こうしん中葉

【普通物の部】
副　　賞 地区 氏　名 規　格

最優秀賞 Ｊ Ａ 地 区 本 部 賞 旭 森井　和朝 こ う こ

優 秀 賞 西 部 農 林 水 産 振 興
セ ン タ ー 所 長 賞 旭 岩地　大翔 茶花どんこ

優 秀 賞 い わ み 中 央 原 木
乾椎茸生産組合長賞 弥栄 奥本　一徳 こ う し ん

優 秀 賞 一 般 財 団 法 人 日 本
きのこセンター理事長賞 金城 ㈱藤若農産 こ う こ

優 秀 賞 Ｊ Ａ 地 区 本 部 賞 旭 岩地　正男 茶花どんこ
優 秀 賞 Ｊ Ａ 地 区 本 部 賞 旭 山田　友春 ど ん こ
優 良 賞 金城 谷尾　富重 こ う し ん
優 良 賞 旭 吉川　秀喜 茶花どんこ
優 良 賞 旭 岩地　泰裕 ど ん こ
佳 良 賞 金城 笹後富士子 こ う し ん
佳 良 賞 金城 笹後　貞夫 茶花どんこ
佳 良 賞 弥栄 小笹　忠重 ど ん こ
佳 良 賞 弥栄 奥本　一徳 茶花どんこ

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



JAニュース

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾
笑顔いっぱい！

令和４年５月22日にご家族22組（73名）参加により浜田市上府町の田んぼで、田植え体験をしました。
晴天のなか、参加者は２班に分かれてラジオ体操を行った後、田んぼへ移動しJA営農指導職員の説明を
聞き田植えを体験しました。参加した児童の皆さまは、田んぼに入ると自ら転び泥んこになる子もいれば、
田んぼの生き物に熱中する子と色々でしたが、田植えが始まるとみんな一生懸命に笑顔で苗を植えてい
ました。
食農教育を目的に今年度、笑顔の溢れるふれあい農業体験塾を行って行きたいと考えています。今回、

上府農事組合法人に田んぼの準備のお手伝いをしていただきました。ご協力ありがとうございました。
ご参加された皆さまと実りの秋に稲刈り（収穫）ができることを楽しみにしています。

浜田会場 開催

Ａ班の参加者 Ｂ班の参加者

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

12
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JAニュース
５
月
21
日
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
の
支
店
を
中
心
に
管
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

支
店
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
を
考
え
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
、
小
学
校
ま
た
は
地
元

の
海
岸
な
ど
、
管
内
の
草
刈
り
や
清
掃
活
動
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

日
頃
、
営
農
指
導
を
行
う
職
員
や
支
店
の
窓
口
で
業
務
を

行
う
職
員
も
こ
の
日
は
草
刈
り
機
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
ゴ
ミ

袋
を
持
ち
、
日
々
の
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
清
掃
美
化
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

員
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
方
も
一
緒
に
活
動
す
る
支
店
も
あ

り
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
は
地
域
貢
献
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
月
17
日
、
浜
田
市
立
旭
小
学
校
５
年
生
の
20
名
と
加
古

屋
学
級
の
８
名
の
計
28
名
の
児
童
が
総
合
的
学
習
事
業
の
一

環
と
し
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営
農
経
済
部
坂
井
次
長
指
導
の
も
と

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
青
空
の
も
と
約
２
ア
ー
ル
の
苗
を
植
え
、
ま

た
同
時
に
田
植
え
ば
や
し
保
存
会
の
方
々
に
も
ご
参
加
を
い

た
だ
き
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
座
学
の
時
間
で
は
お
米
の
学
習
時
間
に

て
「
日
本
に
は
４
０
０
種
類
の
米
の
品
種
が
あ
る
ん
だ
よ
」

と
説
明
を
す
る
と
驚
く
生
徒
も
い
ま
し
た
。

今
後
は
夏
場
に
向
け
て
水
管
理
や
田
ん
ぼ
の
水
辺
の
生
き

物
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

５
月
17
日
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
は
、
美

味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
研
修
会
を
島
根
県
産
地

支
援
課
美
味
し
ま
ね
・
Ｇ
Ａ
Ｐ
担
当
の
松
本
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
執
り
行
い
ま
し
た
。
農
繁
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
少

数
の
参
加
者
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
質
問
も
あ
り
、
認
証

取
得
に
向
け
て
意
識
も
上
が
り
有
意
義
な
研
修
会
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

た
め
に
現
存
の
美
味
し
ま
ね
か
ら
上
位
認
証
で
あ
る
ゴ
ー
ル

ド
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
キ
ャ
ベ
ツ
担
当
職
員

は
、「
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
底
上
げ
を
し
て
い
わ
み
中
央

管
内
の
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
拡
大
と
高
品
質
商
品
を
提
供
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
ぜ
ひ
地
元
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
見
か
け
た

ら
生
産
者
の
思
い
を
込
め
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
貢
献
活
動

旭
小
学
校

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
！

美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）取
得
を
目
指
し
て

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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第23回
JAしまねいわみ中央女性部通常総会開催

５月11日いわみ中央女性部（德田マスヱ部長）は地区本部ふれあいホールにおいて、第23回JAし
まねいわみ中央女性部通常総会を開催し、活動報告や今年度の活動計画や予算などが承認されました。
新型コロナウイルスの感染状況を考慮しながら規模を縮小し、部員20名の出席で総会を開催しました。
開会にあたり德田部長が「今年度も人数制限を行っての開催となりましたが総会が開催できることをう
れしく思います。一人では出来ないことでも、多くの仲間と活動が出来ることで、より絆が深まってい
くと感じています。『JA女性　想いをひとつに　かなえよう （クローバー）』の実践初年度です。女
性部員が共通認識を持ち、みなさんの思いを１つにしてコロナ禍でも出来ることに挑戦していきましょ
う。」と挨拶しました。
いわみ中央女性部は、部員一人ひとりの思いを大切にし、JAと力を合わせて沢山の仲間を増やし、

活動の輪を広げていけるよう今年度も様々な活動に取り組んでまいります。

部　長
德田　マスヱ
（弥栄女性部部長）

委　員
石口　信子

（浜田女性部部長）

委　員
宮本　美保子

（金城女性部部長）

副部長
平川　節美

（江津女性部部長）

委　員
猪俣　房子

（三隅女性部部長）

委　員
川平　正子

（旭女性部部長）

ＪＡしまね
いわみ中央女性部
役員紹介
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もう秋冬野菜の準備？と思われるかも知れませんが、この時期からスケージュール
を立てる必要があります。どんな野菜が、どのくらいの期間育てることができるのか、
野菜の植え付け時期や収穫の時期はいつ頃になるのか、しっかり把握して秋冬野菜の
栽培に備えましょう。

●秋冬野菜はスタートダッシュが重要
秋冬に育てる野菜は９月上旬までに植え付けを済

ませることが重要です。秋の苗の植え付けが１週間遅
くなると収穫が１ヶ月遅くなると言われますが、適
した時期に植え付けることが順調に生育し、実り多
い収穫につながります。

●夏期にできる「太陽熱土壌消毒」の方法について
夏期の高温を利用した土壌消毒方法で、消毒効果は地温に影響を受けますが、土壌表面近くの雑草種

子・ネキリムシ・ネコブセンチュウなどの害虫や立ち枯れや根こぶなど土壌病害に有効とされています。
①	 堆肥、施肥などを行い、定植できる状態の畝を立てる。
②	 降雨後か灌水により土壌が湿った状態で透明ビニールかマルチで被覆する。
③	 盛夏期をそのまま過ごし、定植直前に透明の被覆を剥がして畝を崩さず、作物を播種または定植
する。

土壌消毒の効果が期待できるのは、地表10～15cm程度なので、被覆後は耕うんなどはせずできるだ
け土を動かさないように注意しましょう。

2022年６月号秋冬野菜の栽培に向けて秋冬野菜の栽培に向けて

●連作は避けましょう
土壌病害が発生した圃場では土壌消毒をするか、５～６年間はその病害に感受性がある野菜や同科（ア

ブラナ科・ウリ科・ナス科等）の野菜の植え付けは避けましょう。
前作の発生病 病気の特徴 後作では避けた方がよい作物

アブラナ科根こぶ病 根に大きなコブができる アブラナ科作物（白菜・キャベツ等）

ト マ ト 青 枯 れ 病 日中萎れ曇りの日には一時的に回復 ナス科作物（トマト・ナス等）

水はけが悪いと、初期の生育不良や土壌病害の発生を助長します。あらかじめ圃場の外周に溝を切っ
たり、高畝にするなどの湿害対策をしましょう。

水稲栽培ワンポイント水稲栽培ワンポイント
穂肥は、成熟期までの稲体の栄養状態を良好に保ち、高品質・良食味米生産と収量の安定
化に必要な極めて重要な作業です。
発育ステージの把握は、圃場による差が大きので、出穂予想を考慮しつつ必ず幼穂長を確
認して、適期に穂肥を施用してください。
元肥一発を施用された方は、特に稲の状態を確認して、追肥をする場合があります。

病気を防ぐために！
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

島根県西部農林水産振興センター農業振興部：0855-29-5618

農薬は必ずラベルを確認して適正に使いましょう 農薬は必ずラベルを確認して適正に使いましょう 

農薬使用前に農薬ラベル内容を必ず確認しましょう！

農薬散布時には「ドリフト」させないようにしましょう！

ここ数年、小売店や産直市の店舗に陳列されている農産物から登録外農薬や基準値を超える残
留農薬が検出され、保健所からの出荷物回収命令や産地が出荷物を自主回収する事案が全国的に
起きています。その原因には以下のような場合があります。

農薬は、病害虫の防除だけでなく除草作業等の労力軽減に欠かせないものとなっており、正し
く使えばとても便利ですが、使い方を誤ると重大事故につながります。

農薬散布の際農薬散布の際には、「登録内容（ラベル）」「登録内容（ラベル）」と「ドリフトの可能性がないか」「ドリフトの可能性がないか」を十分確認し適正
に使用しましょう。

また、農薬散布後農薬散布後は「防除器具の十分な洗浄」「防除器具の十分な洗浄」を行うとともに、「ほ場毎に防除履歴をきちんと「ほ場毎に防除履歴をきちんと
記帳」記帳」しておきましょう。
※水稲箱処理剤は残効性が非常に長いため、水稲育苗ハウスでの育苗後、野菜などの後作栽培を

予定している場合は以下のことに注意しましょう。
① 水稲箱処理剤は育苗ハウス内で使用しない
② 播種同時処理した育苗箱をハウス内に置かない

★ 農薬の登録内容を確認せずに使ってしまった
★ 隣の作物にかけた農薬がかかってしまった
★ 器具の洗浄不足で、前回使った農薬が混ざってしまった

●農薬ラベルには、作物名、病害虫名、希釈倍率、使用量、使用時期（収穫前○日ま
で）、使用回数などが記載されています。メーカーの提供する最新情報より、農薬ラ
ベルの内容が優先されますので、記載以外の使い方は絶対に止めましょう。

●農薬にも使用期限があります。必ず期限内のものを使いましょう。

●ドリフトとは、農薬を散布する際に対象作物以外に農薬が飛散してしまうことです。
●ドリフトが原因で様々な問題が起こる可能性があります！
　・他作物への付着による農薬の残留
　・近隣住民や公共施設等への危害　　など
【ドリフト防止ポイント】

■風が強い時の散布は行わない（風向等にも注意）
■散布圧力を上げ過ぎず、できるだけ作物に近い位置で散布する
■ほ場が隣接する耕作者間等で防除情報を共有する
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令和４年３月よりいわみ中央地区本部に、令和４年３月よりいわみ中央地区本部に、
ローンセンターローンセンターを開設しました。を開設しました。

　ローンセンターの専門職員が、住宅ローンをはじめとした、各種ローンのご案内を
させていだきます。

さらに、７月から毎月第二、第四土曜日も休日営業を開始します。
平日お忙しい方でも、お気軽にご相談下さい。
なお６月25日（土曜日）は9：30～16：00まで営業しております。

平日／８：45～17：00
毎月第二、第四土曜日／９：30～16：00
場所／いわみ中央地区本部１階

ローンアドバイザーローンアドバイザー
（左）伏田職員　（右）新矢職員（左）伏田職員　（右）新矢職員

　例えば、
『住宅ローンやマイカーローンの金利はいくら？』
『月々どのくらいの返済金額になるの？』
『どれくらいの金額が借入できるの？』などなど

島根県浜田市黒川町3741番地
いわみ中央地区本部内ローンセンター
TEL：0855-22-8816

お問い合わせ先

ローンセンター　営業時間
浜田駅

浜田警察署浜田警察署

浜田第一中学校浜田第一中学校

石見小学校石見小学校県立体育館県立体育館

キヌヤキヌヤ

大阪王将大阪王将

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

JAしまね
いわみ中央地区本部
１Fローンセンター

お気軽に

ご相談下
さい。
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平和街給油所 営業時間変更のお知らせ

ＪＡしまね　いわみ中央地区本部　営農経済部　経済課　平和街給油所

いつも当店をご利用いただき誠にありがとうございます。
令和４年７月１日（金）より、閉店時間を午後８時00分（20：00）に、

変更させて頂く事となりました。大変ご迷惑をお掛け致しますが、何卒
ご理解とご協力を、お願い申し上げます。
引き続き、当店のご利用を心よりお待ち申し上げます。

サ
プ
ラ
イ
ズ

浜
田
市
三
隅
町
　
三
隅
の
Ｋ
さ
ん

お
な
か
か
ら
葉
っ
ぱ

肥料価格改定について肥料価格改定について（お知らせ）（お知らせ）

平素は、ＪＡ各事業に格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、農業を取り巻く環境は、依然厳しい状況にあります。

このような状況の中、ロシアによるウクライナ侵攻を契機に、
エネルギー価格や穀物相場の大幅な上昇、肥料輸出国からの原
料輸出規制の継続、物流経費の上昇、原油価格、外国為替相場
の急激な円安の進行等　世界的な情勢から、肥料原料の輸入価
格が過去になく大幅に高騰しております。

つきましては、誠に不本意ながら令和４年７月１日より肥料
の価格改定を実施させていただく予定でおりますので、何卒ご
理解ご協力をいただきたくお願い申し上げます。

組合員・利用者の皆さま

【退職者】 令和４年５月31日付
氏　名 現　部　署 区　分

倉橋　英二 浜田西支店
支店長付（渉外係） 依願退職

人事異動のお知らせ
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こ
の
広
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こ
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広
場
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パ
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ッ
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こ
れ
ら
施
設
は
、
江
津
工
業
高
校
の
生
徒

と
共
同
で
建
設
す
る
な
ど
、
子
ど
も
園
職

員
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
に
よ
る
も
の
で

す
。
昨
年
7
月
か
ら
建
設
を
始
め
、
５

月
15
日
の
お
披
露
目
の
催
し
で
は
、
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
餅
つ
き
等
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
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ど
が

行
わ
れ
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
広
場
の
約
束
は
、「
自
分
の
責
任

で
自
由
に
過
ご
す
」
で
す
。
こ
の
約
束
を

守
れ
ば
、
利
用
の
仕
方
は
、
十
人
十
色
。

皆
さ
ん
も
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
思
い

思
い
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

７月22日㈮　弥栄支店
午後３時から午後７時まで

７月27日㈬　江津支店
午後３時から午後７時まで

メガネ・補聴器巡回スケジュール
開催日 時　　間 会　　場

７月１日㈮ 午前９時－午後１時 波佐事業所

７月11日㈪ 午前９時－午後１時 三隅支店前

７月12日㈫ 午前９時－午後12時 Ａコープやさか前

７月14日㈭ 午前９時－午後１時 長浜事業所

７月15日㈮ 午前９時－午後１時 Ａコープあさひ前

開催日 時　　間 会　　場

７月25日㈪ 午前９時－午後１時 江東事業所

７月26日㈫ 午前９時－午後１時 金城支店前

７月27日㈬ 午前９時－午後１時 旭　木田店舗前

７月29日㈮ 午前９時－午後１時 浜田西支店

ご自身・ご家族のメガネ調整、補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼

結
い
の
ひ
ろ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
津
市
跡
市
町〈利用時間〉月・火・木・金・土 9：30～15：30

〈お問合先〉0855-56-2104

年金相談会
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